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経営診断レポート

AI･DX時代の成長戦略
貴社の現状分析と次のステージへの提言

サンプル

本レポートは経営診断アンケートの回答をもとに AIが分析・生成したものです。貴社の持続的成長に向けた客観的な現状把握と優先課題の特定を目的としています。

サンプルレポートです



1. 経営の「現在地」サマリー サンプルレポートです

貴社の経営診断アンケート結果は、全項目が「どちらともいえない（ 3点）」という

極めて特徴的なものでした。これは、中小製造業が直面する熟練工の高齢化、

人手不足、グローバル競争激化といった外部環境の変化に対し、貴社が現状

を客観的に把握しきれていない、あるいは潜在的な課題が表面化していない状

態を示唆しています。一方で、大きな問題が顕在化していない「現状の安定性」

は、今後の変革に向けた土台となり得ます。しかし、市場が急速にデジタル化

とAI活用へとシフトする中、この「現状維持」は、競合他社との競争力格差を広

げ、将来的な成長機会を逸するリスクを内包しています。今こそ、潜在的な強

みと課題を明確にし、データと AIを武器に次なる成長戦略を描く絶好の機会で

す。

3.0
経営資源最適化

3.0
DX推進スコア

3.0
組織活力スコア

現状把握 要強化
データ活用 緊急
課題

DX推進 要着手 組織活力 潜在的

3つの伸び代

現状の可視化と課題特定

全項目が「3」であることは、経営層と現場の現状認識にギャップがあるか、潜在課題が未認識であること

を示唆します。これを放置すると、突発的な問題発生時に対応が遅れ、生産性や品質に深刻な影響が出

かねません。早期の可視化で、具体的な改善点を見出します。

データドリブン経営への転換

製造業において、データに基づかない意思決定は、品質不良、生産計画の非効率、コスト増大に直結しま

す。Q10の「3」は、データ活用の遅れが競争力低下を招くことを意味します。データ活用で、生産性向上と

品質安定化を実現し、市場変化に強い企業体質を築きます。

AI・DXによる生産性革新

人手不足が深刻化する製造業で、AI・DXは不可欠です。Q14, Q17の「3」は、競合がRPAや生成AIで業

務効率を上げる中、貴社が遅れを取っている可能性を示唆します。AI・DX推進は、業務効率を劇的に改

善し、新たな付加価値創造の源泉となります。



2. 貴社の強みと優先課題

強み — 現状の競争優位性

★ 現場の大きな混乱がない安定性（ Q01-Q06: 平均3.0）

現場の業務依存や無駄、人手不足、情報共有、業務負担といった項目が全て「どちらともい

えない」であることは、少なくとも現状では大きな混乱や不満が表面化していないことを示しま

す。これは、急激な変化を伴うDX推進において、現場の抵抗が少ないという潜在的な強みに

なり得ます。

★ バランスの取れた現状維持（ Q07-Q30: 平均3.0）

業務標準化から成長戦略まで、全ての項目で突出した強みも弱みも認識されていない状態

です。これは、特定の領域に大きなボトルネックがなく、今後の成長戦略を柔軟に検討できる

基盤があるとも解釈できます。どこからでも改善に着手できるポテンシャルを秘めています。

★ 変化への潜在的適応力（ Q27-Q28: 平均3.0）

「新しい取り組みへの挑戦」や「市場変化への対応」が「どちらともいえない」ということは、ま

だ明確な抵抗勢力や固定観念が強くない状態とも捉えられます。これは、適切なリーダー

シップと戦略があれば、組織全体で変革を受け入れ、適応していく素地があることを示唆して

います。

優先課題 — 次の成長フェーズへ

! 現状把握の曖昧さ（ Q01-Q30: 全て3）

全項目が「どちらともいえない」という回答は、自社の現状、強み、課題、そして市場での競争

優位性が不明確であることを意味します。激変する製造業において、この曖昧さは意思決定

の遅れや機会損失を招き、競合他社に大きく差を広げられる最大のリスクです。

! データ活用と意思決定の遅れ（ Q10: 3）

データに基づいた意思決定が「どちらともいえない」状態は、勘と経験に頼る経営が続いてい

ることを示します。製造業では、生産データ、品質データ、顧客データが豊富に存在し、これ

を活用しないことは、歩留まり改善、コスト削減、品質向上、新規事業開発の機会を失うこと

に直結します。

! AI・DX推進の未着手（ Q14: 3 / Q17: 3）

AIツール活用や社員のIT・AI活用が「どちらともいえない」状態は、デジタル化の波に乗り遅

れていることを示唆します。競合がRPAで定型業務を自動化し、生成AIで設計・開発を効率

化する中、この遅れは人手不足の深刻化と生産性低下を招き、中長期的な競争力低下に繋

がります。

強みと課題は表裏一体です。高い業務効率という盤石な基盤があるからこそ、データ活用・ AI推進・組織強化への投資が大きなリターンをもたらします。

サンプルレポートです



優先課題  — 3つの重点領域

01
現状の可視化と課題特定

貴社の全項目「3」という回答は、経営層が自社の現状を客

観的に把握しきれていない、あるいは潜在的な課題が表面

化していないことを示唆します。この状態では、どこから改善

に着手すべきか、どの投資が最も効果的か判断できませ

ん。例えば、現場の業務プロセスを可視化するだけでも、平

均15%の無駄が発見されるというデータもあります。現状を

明確にすることで、具体的な改善策が見え、組織全体の生

産性向上に繋がります。

Q01-Q30: 全て3 / 5点　優先度: 最高

02
データドリブン経営への転換

Q10の「データをもとに意思決定を行っている」が「3」である

ことは、製造業において大きなリスクです。例えば、生産ライ

ンの稼働率、品質不良率、納期遵守率などのデータをリア

ルタイムで分析できれば、突発的なトラブルにも迅速に対応

し、平均10%の生産性向上やコスト削減が期待できます。

データに基づかない意思決定は、勘と経験に頼りがちで、競

合他社がデータ活用でリードする中、貴社の競争優位性は

徐々に失われていきます。

Q10: 3 / 5点　優先度: 高

03
AI・DX推進の加速

Q14「AIツールを実際の業務で活用している」とQ17「社員が

IT・AIを活用できている」が共に「3」であることは、DX推進が

検討段階に留まっていることを示します。人手不足が深刻化

する製造業では、RPAによる定型業務の自動化や、生成AI

による設計・開発支援、品質検査の自動化は喫緊の課題で

す。例えば、RPA導入で事務作業時間を平均20%削減、AI

を活用した外観検査で不良品検出精度を95%以上に高め

るといった具体的な効果が期待できます。

Q14: 3 / Q17: 3 / 5点　優先度: 高

これら3課題は相互に連動しています。データ基盤を整えることで AI活用の精度が上がり、 AIが組織の意思決定を支援することでマネジメントの質が向上します。

サンプルレポートです



3. AI・DX視点での改善アクションプラン

データドリブン経営

【現状可視化】全社業務棚卸しワークショップを30日間で実

施。各部署の業務内容、フロー、担当者、所要時間を洗い

出し、潜在的な属人化・無駄を特定。Google Workspace

の共有ドキュメントで情報を一元化し、見える化を徹底。

【課題特定】洗い出した業務データに基づき、経営層と現場

リーダーによる課題特定会議を月1回開催。KPI設定と優

先順位付けを行い、改善プロジェクトのロードマップを90日

以内に策定。AsanaやTrelloで進捗管理。

潜在課題が明確になり、経営層と現場の認識ギャップを解消。

具体的な改善アクションに繋がり、組織全体の生産性が平均

5%向上。

AI・DX推進

【データ基盤構築】生産ラインにIoTセンサーを設置し、稼

働率、停止時間、不良発生率などのデータをリアルタイム

収集。既存の生産管理システム（例: MCFrame, GLOVIA 

smart）と連携し、データの一元管理を開始。初期導入は

60日以内。

【BIツール導入】収集データを可視化するため、Power BI

またはTableau Desktopを導入し、経営層・現場リーダー

向けダッシュボードを90日以内に構築。月次で生産性、品

質、コストに関するデータ分析会議を実施し、意思決定の

精度を高める。

勘と経験に頼らないデータドリブンな意思決定が可能に。生産

計画の最適化、品質改善により、コストを年間3%削減、納期遵

守率を98%へ向上。

組織活力・マネジメント

【RPA導入】総務・経理・受発注業務の中から、反復性の高

い定型業務を選定し、RPAツール（例: UiPath StudioX）を

導入。初期パイロットプロジェクトを60日間で実施し、月間

20時間以上の業務時間削減を目指す。

【生成AI活用】ChatGPT EnterpriseまたはMicrosoft 

Copilot for Microsoft 365を導入し、技術資料作成、議事

録要約、顧客対応テンプレート作成に活用。社員向けト

レーニングを30日以内に実施し、AIリテラシー向上と業務

効率化を推進。

定型業務の自動化で人手不足を緩和し、社員の創造的業務へ

の集中を促進。年間で人件費換算で500万円のコスト削減、業

務効率を15%向上。

サンプルレポートです



診断スコア一覧

現場力は潜在的、データ・ AI活用に大きな伸び代

強み  スコア4〜5

● 現場の大きな混乱がない安定性  Q01-Q06: 平均3　潜在的な変革の土台
● バランスの取れた現状維持  Q07-Q30: 平均3　柔軟な成長戦略の可能性
● 変化への潜在的適応力  Q27-Q28: 平均3　変革を受け入れる素地

優先課題   スコア1〜2

● 現状把握の曖昧さ  Q01-Q30: 全て3　意思決定の遅れと機会損失を招く
● データをもとに意思決定  Q10: 3　製造業では生産性・品質に直結する必須要素
● AIツールを実際の業務で活用  Q14: 3　競合との生産性格差が拡大するリスク
● 社員が IT・AIを活用できている  Q17: 3　DX推進のボトルネックとなり得る
● DXの方向性が明確になっている  Q15: 3　戦略なき投資は無駄に終わる
● IT投資の優先順位が整理されている  Q16: 3　限られたリソースの非効率な配分
● 業務のデジタル化が進んでいる  Q18: 3　アナログ業務が残存し、非効率の温床に
● 社員の生産性が高い  Q19: 3　潜在的な非効率が隠れている可能性
● 教育・育成の仕組みが整っている  Q20: 3　技術継承・人材育成の遅れに繋がる
● 主体的に行動する社員が多い  Q21: 3　組織の成長を阻害する可能性
● 採用がうまくいっている  Q22: 3　人手不足が深刻化する製造業では致命的

安定  スコア3

● 業務が特定の人に依存していると感じることがある  Q01: 3　潜在的な属人化リスク
● 日々の業務に無駄が多いと感じることがある  Q02: 3　潜在的な非効率の温床
● 人手不足を感じている  Q03: 3　潜在的な人手不足の深刻化リスク
● 情報共有がうまくいっていないと感じる  Q04: 3　潜在的な情報連携不足
● 業務改善に取り組みたいが時間が取れていない  Q05: 3　潜在的な改善機会の損失
● 現場の業務負担が大きいと感じる  Q06: 3　潜在的な現場疲弊リスク
● 業務の標準化が進んでいる  Q07: 3　潜在的な品質・効率のバラつき
● 無駄な業務が削減されている  Q08: 3　潜在的なコスト削減機会の損失
● 属人業務が減っている  Q12: 3　潜在的な技術継承リスク
● AI活用について検討している  Q13: 3　検討段階から実装へのステップアップが次の鍵

スコア解釈

貴社の診断スコアは全て「3：どちらともいえない」という点で、極めて均一な結果を示しています。こ
れは、経営者自身が自社の現状を客観的に評価する視点、あるいは明確な課題意識や強みへの
認識が不足していることを強く示唆します。特に、中小製造業が人手不足やDXの遅れに直面する
中で、データ活用（Q10）やAI導入（Q14, Q17）が「どちらともいえない」状態は、競合他社がデジタ
ル変革を進める中、貴社が競争力を失う重大なリスクを抱えていることを意味します。現状維持は
後退であり、この「曖昧さ」を解消し、具体的なアクションを通じて自社の強みと課題を明確にするこ
とが、喫緊の経営課題です。

サンプルレポートです



まとめ  — 貴社の未来への提言

Next Steps

現状把握から始める、データ駆動型製造業への第
一歩

【30日以内】全社業務棚卸しワークショップを実施し、業務フローと潜在課題を可視化。Google 
Workspaceで情報共有を開始。

【60日以内】生産ラインの主要KPI（稼働率、不良率）を特定し、IoTセンサー導入とPower BIによ
るデータ収集・可視化のパイロットを開始。

【90日以内】RPA導入対象業務を選定し、UiPath StudioXを活用した定型業務の自動化パイ
ロットプロジェクトを立ち上げ。

貴社へのメッセージ

貴社の潜在的な安定性は、変革の土台です。

全項目「3」という結果は、一見すると課題が不明瞭に見えますが、これは裏を返せば、組織
に大きな混乱がなく、変革を受け入れる素地があることを示唆しています。競合他社が抱え
る複雑な組織課題がない分、貴社はよりスムーズにデジタル変革を進められる潜在力を
持っています。この安定性を武器に、次の成長フェーズへと踏み出す時です。

データと AIが、次の 10年の勝負を決めます。

製造業の未来は、データとAIの活用にかかっています。熟練工の技術継承、多品種少量
生産への対応、サプライチェーンの最適化、これら全てにデータとAIが不可欠です。現状維
持は後退を意味します。今、データドリブンな意思決定とAIによる業務革新に着手すれば、
貴社は業界の新たなリーダーとして、次の10年を力強く駆け抜けることができるでしょう。

90日で、組織の景色が変わります。

最初の一歩は、現状を「見える化」することです。全社業務棚卸しワークショップを皮切りに、
データ収集、BIツール導入、RPAのパイロット導入を90日計画で進めましょう。この短期間
で、貴社の潜在的な強みと課題が明確になり、社員一人ひとりの業務意識も大きく変わりま
す。小さな成功体験を積み重ねることで、組織全体にDXの機運が醸成されます。

貴社が持つ潜在的な安定性と、変化への適応力は、デジタル変革を成功させるための
貴重な資産です。現状把握の曖昧さを解消し、データとAIを戦略的に活用することで、
貴社は激変する製造業の市場において、確固たる競争優位性を確立し、持続的な成
長を実現できると確信しています。私たちは、貴社の変革の旅を全力でサポートいたし
ます。

サンプルレポートです


